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1. コーシー・リプシッツの定理を連立微分方程式のバージョンで書きなさい．

2. コーシー・リプシッツの定理の連立微分方程式のバージョンを証明する場合，Step 1から Step 6

をそのバージョンに合わせた形で書きなさい（証明はしなくていいです）．

3. 次の連立微分方程式の初期値問題{
y′1 = y1 − 2y2
y′2 = −y1

, y1(0) = 2, y2(0) = −1

についてコーシー・リプシッツの定理の証明で出てくる連立積分方程式に直しなさい．また，そ
の証明で定義される yn(x) =

(
y1n(x)
y2n(x)

)
に関する漸化式を作り，y0(x), y1(x), y2(x), y3(x) を求

めよ．

4. グローンウォルの補題を述べよ．

5. 次の，より一般のグローンウォルの補題示せ： f = f(x), g = g(x), h = h(x) を [a, b] で定義さ
れた連続関数で h(x) ≥ 0 on [a, b] とする．このとき

f(x) ≤ g(x) +

∫ x

a

f(t)h(t)dt (∀x ∈ [a, b])

を満たすならば

f(x) ≤ g(x) +

∫ x

a

g(t)h(t)e
∫ x
t h(s)dsdt (∀x ∈ [a, b])

が成り立つことを示せ．（Hint: [a, b] 上の連続関数 a に対して e−
∫ x
a a(r)dr を x で微分するとどう

なるかな？）

6. 微分方程式の解のパラメータに関する連続依存性に関する定理について講義や資料を見返して書
きなさい．
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